
  

 

             2021 年 9 月 9 日 

各  位  

会 社 名 ＧＣＡ株式会社 

代表者名 代表取締役 渡辺 章博 

（コード番号: 2174 東証１部） 

問合せ先 ＩＲ室リーダー 加藤 雅也 

（TEL. ０３－６２１２－７１４０） 

 

業績予想の上方修正に関するお知らせ 

 

2021 年 8 月 3 日に上方修正いたしました 2021 年 12 月期（2021 年 1 月 1 日～2021 年 12 月 31

日）の連結業績予想を下記の通り上方修正しましたのでお知らせいたします。 

 

（１） 2021 年 12 月期の連結業績予想（2021 年 1 月１日～2021 年 12 月 31 日）   

  

(a) 2021 年 12 月期の連結業績予想（Non-GAAP） 

 （2021 年 1 月１日～2021 年 12 月 31 日）                 （単位：百万円） 

 

売上収益 営業利益 
税引前 

利益 
当期利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

基本的 

１株当たり 

当期利益 

前回発表予想（Ａ） 39,000 5,500 5,400 3,800 3,750 83.78 円 

今回発表予想（Ｂ） 47,500 6,900 6,800 4,700 4,650 103.75 円 

増減額（Ｂ－Ａ） 8,500 1,400 1,400 900 900  

増減率 21.8% 25.5% 25.9% 23.7% 24.0%  

（ご参考）前期実績 

(2020 年 12 月期) 
21,763 2,698 2,661 1,881 1,728 40.28 円 

 

 (b) 2021 年 12 月期の連結業績予想（IFRS） 

 （2021 年 1 月１日～2021 年 12 月 31 日）                 （単位：百万円） 

 

売上収益 営業利益 
税引前 

利益 
当期利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

基本的 

１株当たり 

当期利益 

前回発表予想（Ｃ） 38,500 4,600 4,500 3,500 3,450 77.08 円 

今回発表予想（Ｄ） 47,000 6,000 5,900 4,450 4,400 98.17 円 

増減額（Ｄ－Ｃ） 8,500 1,400 1,400 950 950  

増減率 22.1% 30.4% 31.1% 27.1% 27.5%  

（ご参考）前期実績 

(2020 年 12 月期) 
21,901 1,760 1,796 1,016 864 20.14 円 

（注） １. 海外事業の現地通貨建ての項目は、2021 年において平均為替レートを 108.77 円/US ドル及び 151.02 円/英 

 ポンド、2020 年において 106.83 円/US ドル及び 137.09 円/英ポンドにより円換算しております。 

 ２．上記に記載した Non-GAAP 予想値は IFRS 予想値から非経常的な項目を調整したものであります。 

 ３. 当期における一株当たり当期利益は 2021 年 8 月 31 日現在の、自己株式を除く発行済み株式総数 44,816,071 株 

を元に算出しております。 

 

 



  

 

(c) 2021 年 12 月期の連結業績予想における Non-GAAP と IFRS の主な差異について 

2020 年 4 月に買収したステラ EOC 社の買収対価が IFRS 上は株式報酬として扱われることから

かかる費用を Non-GAAP から控除しております。また、2021 年 4 月 28 日に MCo 株式会社への出

資を解消いたしましたが、売却によって生じた株式売却益は非経常的な項目として Non-GAAP

においては反映せず、逆に連結期間における同社の売上収益並びに損益を経常的な項目として

Non-GAAP に反映しております。 

 

 (２) 業績予想の修正の理由 

当期において、テクノロジー／デジタル業界の M&A 活動は、特に欧米地域において引き続き力

強く推移しております。当社の業績予想は、予想日時点で進行中の契約済案件に対して見込ま

れる成功確率の最善の見積もりに基づいて作成しており、2021 年 6 月 2 日および 2021 年 8 月

3 日に業績予想の上方修正を発表いたしました。2021 年 8 月 3 日の発表以降、これまで成功確

率を低く見込んでいた欧米地域における複数の大型案件が進捗を見せ、短期間のうちにサイニ

ングまたはクロージングに至りました。一方、新規案件の受注状況は当初の見込通り推移して

おり、これは現在の高水準の売上推移と比べると大幅に低い水準となります。上記を勘案の上、

2021 年 12 月期の業績予想を上方修正いたしますが、2022 年度以降の業績につきましては、グ

ローバル経済並びに M&A 活動に対する不透明感が増していると考え、従前からの見通しを維持

します。なお、上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので

あり、実際の業績等は今後の様々な要因によって上記の予想とは異なる結果となる可能性があ

ります。 

以上 


